
　　　　令和4年度採択案件の実証内容・成果



実証内容・成果（サマリ）

６－３－１．「産業」テーマの実証内容・成果

「産業」テーマは、中規模～零細を含む区内企業におけるDXの⼟台づくりの再現性が検証

でき、中小企業におけるDX推進のモデルを構築して水平展開の可能性が高まりました

実証実験の成果

実施内容

• 対象5社（製造業3社・薬局2社）での実証は順調であ

り、全受講者がプロダクトを作成し、現場で効果検証

• 昨年受講したバキュームモールド工業株式会社の社員が

コーチングをサポートするなどステップアップが図られている

• 受講者の積極的な受講姿勢、知識・技術の習得による

意識変化・行動変化など、中規模～零細規模において

もDXの⼟台づくりに資する効果が見受けられる

• 昨年度の取り組みが内閣官房の「Digi田甲子園」

本選に選出・一般投票で10位となった

主要な成果

• 昨年度は規模の大きい中小企業で有効性を検証したが、

今年度は中規模～零細規模でも有効性が検証でき本

サービスの再現性が確認できた

• 2年間の実証実験を通じて、中小企業におけるDX推進の

ためには人材育成に投資すべきという示唆、示唆にもとづ

く地域展開モデルを構築して今後の展開性が見えている

実証実験の概要

実証目的
中規模～零細の区内中小企業におけるデジタル人材育成を

通じたDXの土台づくりと利用モデルの検証

効果測定の

指標（KPI）

• 人材育成 デジタル人材の育成率100%：達成

• 経営効果 DX推進の影響 過半数が前向き：達成

• 実装可能性：DXモデル実装の取り組む自治体

1自治体：達成

実証内容

中規模～零細の区内企業を実証フィールドとし、ノーコードツー

ル導入とコーチングにより、デジタル人材育成を通じたDXの土

台づくりと中規模～零細規模での利用可能性を検証

実証フィールド・

モニター

• フィールド：中規模～零細の区内中小企業 5社

• モニター：各社の経営陣及び各部門の社員

スケジュール

4-6月 7-9月 10-12月 1-3月

実証内容の設計

モニター獲得

コーチング・対象業務選定・アプリ作成

アプリの運用・ブラッシュアップ

効果分析・

成果報告



実証内容・成果（参考資料）

# 企業名 アプリ名 アプリ概要

1 東商ゴム工業株式会社 顧客打ち合わせ管理 • お客様との打ち合わせ内容を記録、管理、共有すること

ができるアプリ

受注管理システム • エクセルで入力していた受注内容をシステム上で一元管

理することで、簡単に社内に共有できるようになる

2 株式会社谷口化学工業所 社員間コミュニケーションアプリ • デジタル化が遅れている社内のちょっとした活動をデジタル

化することによって、デジタルに対する社員のバリアを軽減

する

3 キップス株式会社 工程管理システム • 東北にある工場の工程がこれまでタイムリーに把握できて

いなかったが、このアプリを利用することで管理できるように

なる

受注管理システム • 既存のシステムで入力していた受注情報を現在のアプリに

リプレースする

4 オリーブ薬局 在宅患者管理アプリ • 患者さんを訪問した際の情報を入力したり、次回訪問の

予約を記載することで、薬剤師間の情報共有をスムーズに

する

5 りんご薬局 在宅患者管理アプリ • 患者さんを訪問した際の情報を入力したり、次回訪問の

予約を記載することで、薬剤師間の情報共有をスムーズに

する

６－３－１．「産業」テーマの実証内容・成果

参考：各社で開発したアプリ一覧



実証内容・成果（参考資料）

６－３－１．「産業」テーマの実証内容・成果

参考：「Digi田（デジでん）甲子園」の結果

https://youtu.be/0Y7J07AyWwU

インターネット投票で

地方公共団体部門のトップ10に選出

https://youtu.be/0Y7J07AyWwU


実証内容・成果（サマリ）

６－３－２．「防犯」テーマの実証内容・成果

「防犯」テーマは、メガバンクと連携した特殊詐欺被害防止XRの運用を通じて、学習効果

だけでなく、金融機関のコミュニケーションツールとしての社会実装の可能性を見出しました

実証実験の成果

実施内容

• 昨年度に開発したVRコンテンツに加えて、繰り返し学習が

可能な特殊詐欺被害防止のウェブ版を開発

• 1/22(月)～1/26(金)にかけて、SIC及び三井住友銀行錦

糸町支店を会場としたセミナーを開催（顧客約40名、行

員約10名参加）

• 参加者及び従事者からは「学習が必要と思った」など狙い

に即した反応とともに、ウェブ版を知り合いやセミナー受講

者以外に広めたいなどの副次的な波及効果が発生

• さらにセミナー後の定期的な学習を顧客とのコミュニケーショ

ンを通じて行い、反復学習による学習効果の定着の確認

ができたうえ、顧客との関係性構築に繋がった

主要な成果

• XRによる講座の効果の再現性が確認できたことに加えて、

仮説として立案していた反復学習による学習効果の定着

が検証でき、さらなる有効性の確認ができた

• 本ツールを顧客との接点に用いることでコミュニケーション促

進に繋がり、成約案件も出るなど金融機関のコミュニケー

ションツールとしての社会実装の可能性を見出した

スケジュール

4-6月 7-9月 10-12月 1-3月

実証実験の概要

実証目的
特殊詐欺被害防止XRコンテンツを活用した

自立性・波及性と学習効果の高い運用モデル構築の検証

効果測定の

指標（KPI）

• 学習効果の再現性 昨年と同程度の学習効果：達成

• フォロー学習による学習定着度 講座時と同等の学習効

果の再現：達成

• 自立性 講座を実施する社員が活用可能性を見出せたか

アンケート回答平均が3.5以上：達成

実証内容

詐欺のリアルな状況を学習できるXRコンテンツを利用した特

殊詐欺被害防止講座と繰り返し学習ができるウェブ版の提

供を銀行のセミナー・活動として提供し、学習効果の向上・定

着度合いと社員の意識変化等を実証

実証フィールド・

モニター

• フィールド：三井住友銀行錦糸町支店

• モニター：同支店の顧客65歳以上の高齢者40名程度

実証フィールドの選定
繰り返し学習アプリ開発・

セミナー開催準備

効果

分析・

成果報告

セミナー・

反復学習



実証内容・成果（参考資料）

６－３－２．「防犯」テーマの実証内容・成果

参考：開発したプロトタイプ（特殊詐欺被害防止ＶＲ）の画面

コンテンツ

概要

• 特殊詐欺の代表例である「オレオレ詐欺」のシチュエーションを、VR・プロの声優による音声でリアリティ性をもたせて再現

• 子どもや駅員と名乗る犯人から架電があり、その架電に対する行動を選択していく「選択型サウンドノベル」

①360°見渡せるVRの世界に入り、

机と電話機の前に座る情景からスタート

②犯人から架電があり、メッセージとともに

シナリオ進行（プロ声優の音声付）

③詐欺被害に合うターニングポイントで

選択肢を表示し、行動を選択

④行動選択の結果、詐欺が回避できる

ルートに辿り着くとGOOD画面が表示

⑤行動選択の結果、詐欺被害に遭う

ルートに辿り着くとBAD画面が表示

⑥シナリオが終了すると行動選択に応じて、

詐欺のリスクスコアを表示・フィードバック



実証内容・成果（参考資料）

６－３－２．「防犯」テーマの実証内容・成果

参考：開発したプロトタイプ（特殊詐欺被害防止ウェブ版）の画面

コンテンツ

概要
• 特殊詐欺被害防止VRと同様のシナリオ・学習ポイントをWEB形式でスマートフォン等から利用可能（音声あり）



実証内容・成果（参考資料）

６－３－２．「防犯」テーマの実証内容・成果

参考：特殊詐欺被害防止セミナーの様子

実施概要

• 1/22(月)～1/26(金)にかけて、SIC及び三井住友銀行錦糸町支店を会場としたセミナーを開催（顧客約40名、行員約10名参加）

• 参加者及び従事者からは「学習が必要と思った」など狙いに即した反応とともに、学習アプリを知り合いやセミナー受講者以外に広め

たいなどの副次的な波及効果が発生



実証内容・成果（サマリ）

６－３－３．「健康・福祉」テーマの実証内容・成果

「健康・福祉」テーマは、高齢者向けのB2C及び健康経営企業向けのB2B双方での有効性

が得られ、他自治体への水平展開や新サービス開発などビジネス展開が加速しました

実証実験の成果

実施内容

高齢者のデジタルデバイドの壁を乗り越える第一歩に資する

ことや、法⼈の健康経営の促進に繋がる有効性を実証した

• 高齢者向けプログラムの実証 ：昨年度より参加人数が

大幅に増加（約20名→約80名）し、身体機能の向上

は同様の成果を獲得。昨年度に課題となったデジタルデバ

イドは、サポート機能を提供するなどにより、参加者の継続

率を維持するなど一定の成果を獲得

• 健康経営に取組む企業での実証：簡易にデジタル体力

測定が実施できるデバイスを活用することで、社員の運動

意欲・健康意識の喚起に繋がることを確認

主要な成果

• 高齢者向けの実証実験の結果、デジタルデバイド解消の

ためのサポートの効果が高いことを踏まえて、渋谷区の介

護予防事業にて活用するなど墨田区の事例が水平展開

された

• 株式会社竹徳との実証実験の結果、参加者の運動意

欲等の向上が見られ、有料サービス開発に着手している

スケジュール

4-6月 7-9月 10-12月 1-3月

実証実験の概要

実証目的
高齢者のデジタルデバイド克服を含む健康促進と

健康経営に取組む企業での社員の運動意識向上・促進

効果測定の

指標（KPI）

• 健康：全般的な体力測定数値の改善を確認

• デジタル：実質参加率 85%（デジタルでの離脱防止）

• 運動意欲：社員の90%が健康意識に変化

実証内容

• 区内の高齢者を対象に3か月のスマホを活用した健康プロ

グラムとスマホサポート機能を提供し、身体機能向上、

QOLやデジタルデバイド解消に資するかを実証

• 健康経営に取組む墨田区企業にデジタル体力測定が可

能なデバイスを提供し、社員向けウォーキングイベントにおけ

る運動意欲等の向上に繋がるかを実証

実証フィールド・

モニター

• フィールド・モニター：SIC・区内の60歳以上の高齢者80名

程度／株式会社竹徳・20～60代の社員15名

プログラム設計・モニターの決定 各プログラムの運用向け 効果検証

健康経営に取り組む企業を抽出し、

連携プログラムを設計

健康経営企業はデジタル体力測定、

高齢者は健康＋QOLプログラムを提供
主にモニター向けのアンケート・

ヒアリングを通じて効果分析

アンケート・アプリデータ分析

千葉大学との連携・検証

本プログラムの運動習慣定着への

寄与度を評価

社員の健康改

善・運動習慣定

着度、高齢者の

QOL向上

産業振興課
Moff・

千葉大学

健康経営企業

の社員

抽

出
本実証参加者

・・・

連携プログ

ラムの設計

集会施設

・・・

自宅

実証の設計
効果分析・

成果報告

高齢者向けプログラムの実証

3か月ターム×3回（6・7・8月開始）

企業向けデジタル体力測定

（9月・11月・12月の計3回）



実証内容・成果（参考資料）

６－３－３．「健康・福祉」テーマの実証内容・成果

参考：プログラム概要（株式会社竹徳）



実証内容・成果（参考資料）

６－３－３．「健康・福祉」テーマの実証内容・成果

参考：プログラム概要・トレーニングの様子（高齢者向けプログラム）

プログラム

概要
• 「 スマホで“効果”の見える運動プログラム ～ 仲間とアンチエージングを目指す３ヶ月間 ～ 」と題し、対面集合方式とオンライン参加

方式で実施



実証内容・成果（参考資料）

６－３－３．「健康・福祉」テーマの実証内容・成果

参考：販路拡大を見据えた成果報告会の開催



実証内容・成果（サマリ）

６－３－４．「環境」テーマの実証内容・成果

「環境」テーマは、都市部における雨水利用の可能性向上と、

WOTA社の今後のシステム最適化・量産化に繋げる有効な検証となりました

実証実験の成果

実施内容

実排水による安定した処理技術および雨水による充足ノウハ

ウ獲得し、最適システム構想に繋げる有効な検証となった

• 実証期間内で充分量の降雨がみられ、使用によってタン

ク水量が減った際に適切に水を補充することができ、水量

は常に充足状態であり、墨田区をはじめとした都市部にお

いて水インフラのロバスト性向上に寄与する手段となること

が期待できる結果

• iUの学生とのWSを通じてUIに対するインサイトとともに、

学生より実学に繋がるとの前向きな声を獲得

主要な成果

• 新しい試作機は既に完成しており、本実証での成果を生

かしながら水問題を抱えている特定の地域でさらなる実

証を進めている状況

• 墨田区における実証結果と合わせ、小規模分散型循環

型システムの量産化に向けてさらに開発を加速させる

スケジュール

4-6月 7-9月 10-12月 1-3月

実証実験の概要

実証目的
雨水と再生水を活用した

水インフラの実用化とユーザー体験の検証

効果測定の

指標（KPI）

• 水インフラの実用化：実証期間中、生活用水の貯水量

と雨水からの取水量を分析して水量が常に充足状態であ

ることを確認

• ユーザー体験：UIに対するインサイトの獲得

実証内容

• 小規模分散型水循環システムを接続したトレーラーハウス

（iU設置）でWOTA社員が生活し、雨水を活用した再

生水利用における水量の充足度を検証

• iU学生とのワークショップを実施し、水再生循環システムの

ユーザビリティを確認

実証フィールド・

モニター

• フィールド：情報経営イノベーション専門職大学（iU）

• モニター：WOTA株式会社の社員＋iU学生

実証・ワークショップに向けた調整 実用化検証・ワークショップ実施 効果検証

受容性検証に向けた実証について、

関係者と協議

トレーラーハウスでの実用化実証及び

iU学生向けのワークショップ開催
設置機器及び居住空間下での

定量分析とヒアリングによる定性分析

WOTA 墨田区

WOTA社員の実証・iU学生のWS

雨水の

充足度

受容性

水インフラの実用化では雨水

取水量の充足度等を検証、UI

／UX面では、iUからの意見を

踏まえたインサイト獲得を検証

全体事業企画

iU

学生参加の募集

実証内容

の詳細化

トレーラーハウス運用

効果

分析・

成果報告

WS実施



実証内容・成果（参考資料）

６－３－４．「環境」テーマの実証内容・成果

参考：トレーラーハウスの設置の状況



実証内容・成果（参考資料）

６－３－４．「環境」テーマの実証内容・成果

参考：実証実験の成果（効果検証の結果①）



実証内容・成果（参考資料）

６－３－４．「環境」テーマの実証内容・成果

参考：実証実験の成果（効果検証の結果②）



実証内容・成果（サマリ）

６－３－５．「教育」テーマの実証内容・成果

「教育」テーマは、教員向け研修を通じて教員の行動変容に繋がる教材・モデルを開発する

ことができ、公教育現場における水平展開の可能性を見出しました

実証実験の成果

実施内容

• 教員向け研修を計2回開催し、アンケートでは約80%の満

足度と約95%の実践意欲を確認

✓ 6/1(木)・8/8(火)：全区立小中学校計35校の中堅

教員各1名に対して、デザイン思考の体験ワーク（第1

回）と授業における実践ワーク（第2回）を実施

• 計2校で伴走支援を行い、授業へのデザイン思考の活用

方法への助言や提供教材について高評価を獲得

✓ 12/7(木) 第四吾嬬小／12/22(金) 両国中

• 12月に全校にフォローアンケートを実施し、伴走支援を伴い

学校でも約50%が授業で活用・実践したと回答があり、

実際の行動変容に繋がる研修となった

主要な成果

• 子どもたちの主体的・協働的な探究学習を実現し、正解

のない問題に対し探究的な学びを実践できるような行動

変容を起こす教員研修を開発し、水平展開可能なモデル

（教材と仕組み）とすることができた

スケジュール

4-6月 7-9月 10-12月 1-3月

実証実験の概要

実証目的
学校教育における探求教育ツール活用の自走化に向けた

運用モデル構築の検証

効果測定の

指標（KPI）

• 生徒・児童向け※ ：昨年と同程度の探求教育の

効果の維持・再現性 達成

• 教員向け：活用意向60%→94.4%で達成

実践した割合33%→50%で達成 他

実証内容

探求教育ツールの教材・研修プログラムを開発し、教員向け

に研修を開催する。研修開催後、一部の学校でうちゅうが伴

走支援を行いながら教員主導での授業を行い、探求教育

ツール活用の自走化に向けた運用モデル構築を検証

実証フィールド・

モニター

• フィールド：全学校（教員研修）＋伴走支援校（第四

吾嬬小、両国中）

• モニター：各学校の児童・生徒、担当教員

教材・研修プログラム開発 研修の実施・学校現場での実践 効果検証

探求教育ツール教材・研修プログラムの

共同開発と実証モニター選定を実施

モニター選定

教員向けの研修を実施後、各学校で

実践計画を検討のうえ授業で実践
トレーニングプログラムの学習効果と

教育プログラムの自立性を検証

ヒアリング・アンケート 活用効果の維

持・自立運営

の可能性・教

員の育成度合

い等を分析

指導室・

一部教員

うちゅう

教材・研修プログラムの検討・共同開発

研修受講

教員

実践現場

学校

探求教育

PKG

墨田区の教育

委員会・学校

現場で活用可

能なパッケージ

を完成

教員向け研修

うちゅう

教員

学校現場での実践

教員

講義

授業

実践

児童・生徒

公開授業

も想定 12/7：第四吾嬬小学校／12/22：両国中学校

実証内容の

設計

教員向け

研修開催

（6月・8月）

効果分析・

成果報告

伴走

支援校

選定

伴走支援・

実証実験



実証内容・成果（参考資料）

６－３－５．「教育」テーマの実証内容・成果

参考：各研修・伴走支援校での授業の様子

プログラム

概要

• 全区立小中学校計35校の中堅教員各1名に「デザイン思考の体験ワーク」と「授業における実践ワーク」の計2回の研修を実施

• 計2校で株式会社うちゅうによる伴走支援を行い、複数回の打ち合わせを通じて、授業へのデザイン思考の活用方法への助言や教材

の提供を行い、各学校の教員が探求教育（デザイン思考）を活用のうえ、自ら主導して授業を実施

教員向け研修：6/1(木)・8/8(火)

カジュアルなグループワーク・ハンズオン形式で

うちゅうが教員向けに「デザイン思考」を解説

第四吾嬬小学校での授業：12/7(木)

6年生1クラスのキャリア教育において

職業の方へのインタビュー内容を掘り下げる

事前授業でデザイン思考を活用

両国中学校での授業：12/22(金)

3年生全6クラスの探求教育授業において

「ハンバーガー屋の店員になって新しいシェイ

クの開発」をテーマにデザイン思考を活用

株式会社うちゅうのメンバーが各校の担当教員と月1回程度打ち合わせを実施し

授業のテーマ設定・デザイン思考の活用方法の助言、教材の提供を実施（授業当日は立会）
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	スライド 96: ６－３－３．「健康・福祉」テーマの実証内容・成果 区政現場視点における成果として、本実証が高齢者の生きがいづくり・健康機会づくりへ寄与するものとなった他、スタートアップとの区事業での連携可能性が生まれました
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